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1.は じめに

知床半島におけるエゾシカの保護管 理(Mana-

gement)を 実施するためには、斜里町および隣

接地域の個体群全体にっいて、広域的かっ長期的

な視点から考える必要がある。当地域のエゾシカ

は1980年 以降増加傾向にあるが(梶 、1988)、 詳

細な個体群動態を把握するためには、性比 ・年齢

構成 ・繁殖生理 ・栄養状態 ・生息密度 ・環境利用

様式などに関する資料の一層の蓄積が必要である。

年齢構成 ・繁殖生理 ・栄養状態などの基礎デー

タを得るために、捕獲個体や交通事故死個体から

得 られる資料は重要であり、その標本収集および

分析 は不可欠 といえる。また、知床半島における

エゾシカ個体群の動向を規定する要因として、狩

猟や有害鳥獣駆除の影響の他に越冬地の規模およ

び質が重要と考えられるが、生息密度と越冬地の

収容力など生息環境との関連 も解明されていない

部分が多い。

知床国立公園内に生息するエゾシカは、人為的

撹乱が少ないために人に対する警戒心はうす く、

観察 しやすい種のひとっである。そのため、本種

は観察を主体とした自然教育への活用が最も期待

される種のひとつである。 しか し、一方で国立公

園内の幌別 ・岩尾別地区では冬期間の採食による

樹皮剥ぎの増加や しれ とこ100㎡運動地の植栽木

への食害など、本種による植生への影響 も予想さ

れる。当地域の利用 と森林復元の長期計画策定に

あたっても、本種の生態などに関する基礎資料の

分析が不可欠といえる。

また近年、農耕地におけるエゾシカの被害は増

加 しており(北 海道、1986)、 知床国立公園周辺

の一般地域において も農地の被害防除法と、管理

体制の確立が必要である。

上記のような観点に立ち、本研究は当地域にお

ける保護管理の概念と体制の確立を最終 目標にか

かげ、以下のような目的で調査を行った。

1.

2.

3.

4.

知床国立公園とその周辺地域におけるエゾシ

カの生息密度 ・年齢構成 ・性比 ・繁殖状態 ・

栄養状態などの個体群の動向に関する指標を

得る。

幌別 ・岩尾別地区におけるエゾシカの食性お

よび植生への影響を評価する。

幌別 ・岩尾別地区の個体群にっいて越冬地域

の規模と環境および利用様式を把握する。

エゾシカを自然教育に活用するための観察法

について検討する。

尚、本研究は斜里町委託事業 「幌別園地整備計

画における大型鳥獣の生態研究とその成果の自然

教育への活用、および、ボランティア レンジャー

養成事業」の一部として行われたものであり、本

報告はその昭和63年度の報告書を再編成 したもの

である。

2.調 査地域概況

1:国 立公園および隣接地域

死亡個体か らの標本収集は斜里町全域を対象と

し、可能であれば隣接する羅臼町 ・標津町からも

標本を集あた。このうち多 くは有害鳥獣駆除 と狩

猟によるもので、捕獲地点の環境は農耕地がほと

んどであった。

エゾシカ個体群の動向を経年的に把握す るため
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に設定 したセンサスルー ト(後 述)周 辺の環境は、

幌別 ・岩尾別地区では耕作放棄地の二次植生およ

び森林、その他では農耕地が多かったが海岸林 も

含まれた。

2:越 冬地を中心 とす る調査地域

知床半島では夏期には高山帯を除 くほぼ全域が

エゾシカの生息域 となっているが、越冬地は海岸

段丘や低標高地の河岸段丘沿いの森林帯に限られ

ていることが過去の研究で示されている(梶、1981,

1988)。 今回はケーススタディとして特定の個体

または群れの越冬地とその利用様式を把握するた

めに、越冬地周辺が冬期に踏査可能でかっ人為的

影響の少ない地域として、岩尾別川から東側の海

岸台地周辺をおもな調査地とした。台地上には主

として耕作放棄地の草原と二次林および植林地が

モザイク状に配置 しているが、海岸断崖近 くには

天然性の針広混交林やエゾイタヤーシナノキ群落

(いわゆる広葉樹林)・草原が帯状に残されている。

岩尾別川河口付近では伐採後20～30年 生と思われ

る広葉樹を主体とした林分や針広混交林分が植生

の多 くを占めている。山岳地形となる中流部はお

もに針広混交林に覆われている(図 一1)。

国 エ ゾマツートドマツ群集 ・下部針広混交林 ・エゾイタヤーシナ ノキ群落 ・

ヤナギ低木群落

□ 海岸断崖醜 および自然草原 ÷ひ:・:ダケカンバ君羊落・高山帯

==糊 作放棄地および植林地 翻 伐採跡の二次林

一一…一 稜線 ・町界

図一1幌 別1・岩尾別地区の調査地域と植生区分(環 境庁1987を もとに作成)
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3.方 法

1:ス ポットライ トセ ンサス(Spotlighting-

Census)法 による群構成の記録

岩尾別から峰浜に至る国道・道々・農道上に図一2

に示 したような固定セ ンサスルー トを定めた。低

地での融雪が進んだ春期と発情期を中心 とす る秋

期にこれ らの路上か ら夜間のセ ンサスを行った。

探照係2名 、記録係1名 と運転者の最低4名 で、

車両上か ら強力なスポットライ ト(Qビ ーム)で

周囲を照 らしなが ら時速10～20kmで 走行 し、シカ

の眼光または姿の発見に努めた。シカを発見 した

場合は車を止め、頭数および群構成を記録 した。

春期には3日 間、秋期には5日 間同 じコースでセ

ンサスを繰 り返 した。

ユースホステル、および、同地域で調査中の北大

ヒグマ研究グループに、調査地域内でシカを目撃

した場合の頭数 ・群構成の記録を依頼 した。

3:ラ ジオ トラッキング法によるエゾシカの追跡

1)†甫獲作業

初冬か ら早春にかけて岩尾別台地周辺に落 し扉

式の箱ワナ(図 一3)を3基 設置して、エゾシカ

の生捕 りを試みた。餌は牧草、ヘイキューブ(牧

草の細片を圧縮 した飼料)、配合飼料および野菜

くずを使用 した。箱ワナには発信器を接続 し、電

波によって扉の開閉が確認できるようにした。ワ

ナの設置期間中は、扉の確認を毎朝、新 しい餌の

補給およびワナの整備を2～3日 に1回 行った。

本体と落し扉はL字 鑛製の枠にネット(目 合約10cm)を 張ったもの

〈春期〉

①宇登呂一知布泊

く秋期〉

②岩尾別台地

③幌別台地

④チャシコツ原野

⑤オ ンネベツ川河口斜面

⑥高野牧場

⑦日の出地区(農 道)

図一2ス ポットライ トセンサスのルー ト

2:幌 別 ・岩尾別周辺におけるエゾシカの群構成

および食性調査

各季節に幌別 ・岩尾別地区の海岸台地周辺 と山

岳地帯の一部を踏査 し、目撃個体については頭数・

構成 ・採食行動を、食痕については種類 ・利用部

位 ・発見数を記録 した。また木下小屋と岩尾別

図一3エ ゾシカ用箱ワナ

2)発 信器装着～放逐

シカが捕獲された場合は、箱ワナの外から吹き

矢式の注射筒で麻酔薬を投与 し、麻酔導入後ワナ

から出して外部形態を計測 し(写真一1)、 発信器

っき首輪 とイヤータグ(耳 標)を 装着 して、'覚醒

後放逐することとした。シカの容態悪化に対処す

るため副作用緩和剤、強心剤、麻酔拮抗剤、抗生

剤なども用意 した。使用 した発信器つき首輪はア

メ リカ合衆国のADVANCEDTELEMETRY

SYSTEMS社 製のNomalTypeTransmitter

withBigGameCollar(図 一4)で 、重さ約500g、

電波の発信寿命は2～3年 である。また、若齢の

個体の首輪については、首回りが太 くなってもあ

る程度首輪が伸び、材質の劣化により脱落させる

ために合成皮革で作 られているベル トの一部をゴ

ムと綿糸で置き換えた。
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図一4発 信器つき首輪(大 型動物用)

3)発 信器装着個体の位置推定

発信器装着個体の追跡には、携帯用の八木アン

テナと受信機を用いた。方探の際にはアンテナを

水平方向に振り、信号が強 く入る角度域を求め、そ

の中心線を発信源のシカの方向として地図上に記

入 した。道路上を車で移動 しながら最低3地 点で

この作業を行い、地図上の線の交点、あるいは、線

によって囲まれる三角形の最長の辺の長 さが200

m以 下になる場合の重心としてシカの位置を記録

した。

4:死 亡個体の分析

1)死 亡個体からの標本収集

有害鳥獣駆除と狩猟については猟に同行 し、極

力新鮮な標本を集めるようこころがけた。同行で

きなかった場合には、解体時に立ち会 って標本を

採取す るか、あるいは、保存してもらった標本を

後 日回収 した。交通事故や密猟などによるものは、

斜里町役場、知床博物館、斜里警察署への通報を

もとに採集 した。

標本 として採集 した部位は、基本的には、頭、

腎臓 と周囲の脂肪、大腿骨、生殖器(オ スでは精

巣、メスでは卵巣 ・子宮 ・胎仔)で あるが、一部

採集できなかった個体 もある。標本を得 られた個

体に関 しては、「鳥類 と哺乳類の計測マニュアル

(1)」(栃 木県立博物館、1986)を 参考に作成 し

た記録用紙(附 図1)に 必要事項を記録 した。ま

た、捕獲地点 と環境、捕獲個体の所属 していた群

の構成などにっいてハ ンターから直接聞き取った。

2)標 本の処理方法

標本は以下に示す方法で処理、あるいは処理す

る予定である。

頭骨:頭 骨は剥皮 して煮沸の後、タンパク質分解

酵素に浸 して肉片を落 し、さらに過酸化水素水

で漂白して白骨化 し、知床博物館に収蔵 した。

若齢個体では永久歯の萌出状態で年齢査定を行
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い、その他にっいてはOhotaishi&Hachiya

(1985)の 方法にしたがって第一切歯セメン ト

質の"年 輪"に よる年齢査定を行 った。

腎臓 ・腎周囲脂肪:腎 臓 と周囲の脂肪との重量比

により栄養状態を判定する目的で採取 して凍結

保存中である。後日分析の予定。

大腿骨:骨 髄に含まれる脂肪の量で栄養状態を判

定する。現在凍結保存中。

精巣:左 の精巣 はプア ン液にて固定後に常法に

よって厚さ4μmの パラフィン切片とし、ヘマ

トキシリン ・エオジン染色を施 した上で組織学

的検索を行った。右は10%ホ ルマリンで固定 し、

大きさと重量の計測を行 った。

卵巣:10%ホ ルマリンで固定 して重量と大きさを

計測後、割面の肉眼的観察を行った。組織学的

検索は今後進める予定である。

5:自 然教育への活用を想定 したエゾシカの観察

法の検討

狩猟に使われているシカ笛を観察に応用する可

能性を探るたあ、秋の発情期における踏査および

夜間のセンサスでシカ笛を吹き、シカの反応を見

た。シカ笛は市販されているもの2種 類(ア メリ

カ合衆国 ・BURNHAM社 製)を 用いた。1っ

はロングレンジ用(商 品名 .D-4Longrange)

でオスジカの発情期の鳴き声(Rutting-ca11)に

似た大きな音が出る。 もう1っ はショー トレンジ

用(商 品名BS-1Shortrange)で その音はメ

スなどが近距離で鳴き交わす声(Snort-call)に

似ている。ロングレンジ用はエゾシカの声に比べ

るとやや低音のため、中の振動板を切って音の高

さを調整した。

また調査中に発見 したシカの位置を随時記録 し

て、高い頻度で観察可能な場所を検討した。

4.結 果

1:生 息密度指標および群構成

1)ス ポットライ トセ ンサス

センサスは1988年4月29日 、5月1日 、5月3

日および10月23日 ～10月27日 に行 った。生息密度

の間接的な指標として走行100km当 りの発見頭数

を求めると、春期は541.3頭/100km、 秋期は281.0

頭/100kmと なり、前年に比べ春期は多 く秋期は

少なくなった(表 一1)。 識別できた全てのオス・

メス ・仔の比率を100メ ス当りの頭数で表 した。

個体群の生産力を表す指標としての仔の比率は春・



秋 とも47頭/100メ スであった。またオスの比率

は春に比べて秋の方が高 く、1986年 、1987年 と同

じ傾向を示 した(表 一2)。

2)幌 別 ・岩尾別地区における群構成

観察されたエゾシカの群サイズおよび群タイプ

の出現頻度を表・一3に 示 した。目撃例は春の融雪

後から夏にかけては少な く、多 くは秋か ら早春に

かけてのものであった。群サイズは秋に比べて冬

の方が大きかった。また単独オスの出現頻度およ

び100メ ス当りのオスの頭数は冬より秋に高かった。
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秋 期 ・冬 期 の100メ ス 当 りの 仔 の 数 は それ ぞ れ52た 地 域 全 体 の 値 よ りや や 高 くな った(表 一4)。

頭 ・54頭 と な り、 ス ポ ッ トラ イ トセ ンサ ス を 行 っ

表 一1ス ポ ッ トラ イ トセ ンサ スで発 見 され たエ ゾ シ カの 走 行100km当 りの頭 数

文 献 地 域 期 間 調査距離(km)発 見数*発 見数/100km

梶(
1988)

斜里 1980

1984

1987

1986

1987

10.11～14

10.11～12

10.26～30

4.2

4.15

2051

760

660

180

180

8

31

234

60

70

39

408

3545

3333

3722

本調査 1988.4.29～5.3

1988.10.23～27

Q
り

A
U

A
U

-
↓

-
↓

0
白

Q
り

Q
り

ど
0

民
U

541.3

281.0

・春期は最大観察頭数,秋 期は調査期間中の平均頭数.

表一2ス ポットライ トセンサスで確認されたエゾシカの個体群構成

文 献 地 域 期 間 識別数 オ ス:メ ス:仔

梶

(1988)
斜里 1986.10.～11

1987.10.

1986.4.

1987.4.

85

227

128

156

-
↓

O
U

9
9

1
1

0
り

Q
り

9
臼

-
↓

100

100

100

100

-
↓

0◎

0
0

9
白

[0

ρ0

9
日

ρ0

本調査 1988.4.

1988.10.

Q
り

8
0

[
0

01

5:100:47

75:100:47

表 一3幌 別 ・岩尾別地区におけるエゾシカの群サイズおよび群タイプの出現頻度

群れサイズ1群 の

群れ数 平均 最大頭数 単独♂ ♂群

出現頻度(%)

期 間 混群 単独♀寧 ♀群

1988429～5293

1988.9.16～11.3030

1988.12.2～1989.3.2226

2.0

2.1

4.5

0
0

ρ0

81

ワ
●

O

Q
U

ρ
0

4

1
↓

∩
δ

n◎

7

91

0
◎

O
U

O
O

9
自

8

り0

6

9
臼

4

・仔連れまたは仔を連れていないメス.

表一4幌 別 ・岩尾別地区で観察されたエゾシカの個体群構成

期 間 識別数 オ ス:メ ス:仔

1988.4.29～5.29

1988.9.16～11.30

1988.12.20～1989.3.22

6

60

121

67:100:33

55:100:52

38:100:54
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2:食 性

幌別 ・岩尾別地区周辺で発見された食痕を表一

5に 示 した。草本類35種 と木本およびっる植物30

種の利用が確認されたが、今回の調査は不定期で

表一一5幌 別 ・岩尾別地区で発見された食痕

種 名 部 位
1988年

5～8月

1988年

9～11月
1987年 冬 のものおよび

1987年12月 ～1988年3月

ス
ゲ

ケ

ド
サ

ウ
リ

ウ
ヤ

ス

サ

ツ
ウ
ク

ソ
ド

ソ
リ

ク

.

ザ

モ
ナ
ラ

マ
タ

ン
ガ

ヤ

叩

類

イ

シ

ハ
イ

ス
イ

ロ
ノ

チ
属

マ

カ

マ
サ

カ

ン
ゥ

ウ
グ

バ

キ

ソ

ロ

ヨ
イ
ウ
ウ

ミ
ウ

モ

コ
リ

シ

ロ
ソ

ヨ
ザ

ユ
ク
ド

モ

キ

ヨ
リ
ジ

ア
リ

ロ
マ
ウ

サグ

、リ

ィヨ
ン

ウ
ウ

ド

ウ

.
ソ
ド

シ

ヨ
ギ

ソ
ナ

ツ
ジ

SP
イ

ン

エ
キ

ヒ
モ

ン
リ

マ
ン

サグメ

率

ブ

ノ
ギ

ウ

マ
ノ

ク

ア

コ
ビ
類

ケ

エ
ナ
ブ
バ

ヨ
ゴ

ゾ

チ

ニ
ゥ

ツ
類

本

マ
ニ
オ
ゾ
ブ

オ

ン

ワ
ン
ゲ
ド

マ
ゾ

コ

ヨ
シ
ゾ
ゾ

オ

ミ
ラ
ダ

イ

マ
ミ
オ

ツ
ゾ

ン
ウ

レ
ラ
ボ

ロ
草

草

ク
オ

オ

エ
ヨ
オ

コ
イ
キ

ス
ウ
ヤ

エ
ノ

シ
チ

エ

エ
オ

ミ

ワ
シ
バ

ハ
オ
オ

ヨ

エ

ハ
コ
ア
ノ
ゴ

シ
牧

木 本 類 ・ツル 植 物

イチイ
オ ヒ ョウニ レ
シナ ノキ

シ ウ リザ クラ
エ ゾヤマザ クラ

エ ゾノバ ッコヤナギ

ミズナ ラ

ホオ ノキ
アオ ダモ
ヒロハ ノキハ ダ

ナナ カマ ド

ノ リウツギ
ハ リギ リ

タラノキ
イタヤカエデ
ミネ カエデ
シロザ クラ

オガラバ ナ

オオ カメノキ
タチ ヤナギ
ミズ キ
コヨウラクツツジ

ダケカンバ
ミツバハギ

ミヤマハ ンノキ

ケヤマハ ンノキ
コクワ

ミヤママタタビ

ヤマブ ドウ
イワガラ ミ

柄

柄
柄

柄
柄

葉
茎
茎
茎
茎
茎
茎

茎
茎
茎
茎

茎
葉
葉
茎
茎
葉
葉

茎
茎

茎
茎
茎
茎
茎
茎
茎
茎
茎

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

…

柄

・

・

・

・

・

・

…

葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉

葉

葉

葉

董

　

　

　

　

枝
枝

枝
枝

枝
枝

枝

紡

・
・

・
…

葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉
葉

・
葉

・

皮
皮
皮

皮
皮

皮
皮

皮
皮

皮
皮

皮

・

・
・

・
・

・
・

・
…

皮

・

店

樹
樹
樹
樹
樹
樹
樹
樹
樹
樹
樹
樹
枝
枝
枝
枝
枝
枝
枝
枝
枝
枝
枝
枝
枝
枝
樹
枝
葉
樹

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十 十

十 十 十

十 十 十

十

十 十

十 十

十

十

十

十 十

十

十

十

十 十

十

十 十 十

十 十 十

十十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十十 十

十

十 十

十 十

十

十 十 十

十 十

十 十 十

十

十 十

十

十 十 十

十 十 十

十 十

十 十

十 十 十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十 十 十

十 十 十

十 十

十 十

十

十 十十

十 十

十 十 十

十

十

十

十 十

十

十

十 十

十 十 十

十 十

十 十 十

十

十

十 十 十

十 十

十

+:確 認 され たが少 なか った もの.
++:比 較的多 くみ られ るもの.
+++:集 中的 に採食 されて いるもの.
・ 牧草類 ・シロツメクサにつ いて は直接観察か らの推 定を含 む.
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地域的にも偏 りがあったため、この リス ト以外の

食物種や利用期間は今後の調査で増えると思われ

る。また種によって食痕の形態や分布が違い単純

な比較ができなかったため、各季節の調査を通 じ

ておよその利用状態を3段 階に分けて表示するに

とどめた。以下に知 り得た限 りの食性にっいて概

略を記す。

融雪後か ら夏にかけてシカのお もな食物は草本

類であった。またノリウツギのように年間を通 じ

て葉や枝が採食される木本 もあった。食痕や糞の

ある場所は海岸台地草原か ら沢沿い ・森林 ・ダケ

カンバ帯や高山草原の一部など多岐にわたり、広

範に環境を利用 していると考えられた。食痕は草

原ではまとまって見 られることが多かったが、森

林の中では散発的に出現する傾向にあった。海岸

台地上では しれとこ100㎡ 運動地に植栽されたダ

ケカンバの稚樹のほとんどが採食を受けている場

所があった。

秋になると草本の枯死にともない、採食する草

本の種類数は減少 した。牧草地跡などでは遅 くま

で緑色で残 っているシロツメクサや牧草の根元近

くを採食 しているシカが観察された。牧草 ・オオ

ブキの葉柄 ・エゾヨモギなどは枯れた後 も、積雪

が浅いうちには掘 り出 して採食された。 クマイザ

サは夏期にシュー トの採食が少量認められたにす

ぎなかったが、積雪の直前から葉の採食が始まり、

次第に食痕を多 く見かけるようになった。冬期に

最 も多 く採食されている樹種であるオ ヒョウの樹

皮食い跡は積雪が始まる頃の11月15日 にはじめて

確認 した。ニホンジカは果実類 も採食することが

知 られている(丸 山他、1975,藤 巻、1986)が 今

回は確認できなかった。 これ らは食痕としては検

出されにくいこと、また1988年 の秋は全般的に果

実類が不作であったことも影響 しているζ思われ

た。

積雪量が増えると、シカは草原や道路の法面な

どの開放的な環境にはしだいに出没 しな くなり、

森林の中でササの葉や樹木の皮 ・小枝などを採食

することが多 くなった。調査対象とした越冬地周

辺では12月 から1月 にかけてササの食痕が目立っ

て増加した。2月 から3月 になるとササに代わっ

てオヒョウやキハダ、ノリウツギなどの樹皮や枝

の食痕が増加 した。オヒョウは小径木では樹皮を

全周剥がれているものが多く、中～大径木で新た

8
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な剥皮を受けているもの も目立 った。また何年か

にわたって剥皮を受けた形跡のある木もみられた。

3月 下旬になるとやや融雪が進み、岩尾別河口

部の南向き斜面の一部には前年の枯れた草本が露

出する場所ができ、付近では数頭のシカが草本を

採食 していた。

3:幌 別 ・岩尾別地区における越冬地の環境およ

び利用様式

1)ラ ジオ トラッキング調査の経過およびボラ

ンティア レンジャーの調査活動への参加

機材の調達や許可申請等の準備を1987年11月 末

から開始 した。1988年3月 中旬か ら箱ワナ3基 を

設:置予定地に運び、扉を固定 したまま順次仮設す

るとともにワナの内部および周囲に牧草 ・配合飼

料 ・野菜 くずをまき、エゾシカの誘引とワナへの

慣 らしを試みた。当初は1箇 所で牧草をシカが採

食 した形跡があったが、す ぐに採食に来る個体は

いな くなった。4月16日 か ら実際の捕獲を開始 し、

餌の補給を続けたが、5月7日 に閉鎖するまでワ

ナにシカが近づいた形跡はなかった。3月 後半か

らの融雪は例年より急速であり、周囲に草本類の

新芽などの自然の食物が比較的早期に出現 したた

めワナの餌には誘引されなかったものと思われた。

箱ワナの延べ設置日数は49日 ・基であった。

1988年 には12月9日 から12日にかけて再び3基

の箱 ワナを扉が落ちない状態で仮設 した。 うち1

基はシカ道や痕跡の分布等からシカの通行が予想

される新たな場所へ移動 した。そして仮設と同時

に牧草とヘイキューブによるワナへの誘引を開始

した。暖冬の影響で積雪は遅れたが、1989年1月

9日 頃から3基 のうち2基 のワナにシカが近寄る

ようになり、1月 下旬にはワナの中の餌を採食 し

た跡が頻繁にみられるようになった。残る1基 に

は結局シカが近寄った形跡はなかった。その後、

2月2日 に捕獲を開始 したところ、2月5日 から

2月28日 までの間に5頭 のシカの捕獲に成功 し、

発信器を装着 して放逐 した。箱ワナは2月28日 に

閉鎖 し、延べ設置日数は52日 ・基となった。発信

器装着個体の追跡は可能な限り毎日1回 行い、各

個体の日中における位置を記録 した。

尚、捕獲した個体は成獣メスと0歳 仔であった

(表 一6)。 成獣オスは今回使用した箱 ワナに入 っ

た形跡はなく、捕獲に選択性が生 じている可能性

がある。



表一6発 信器を装着して放逐 した個体のリス ト

個体Nα 捕 獲 日(1988) 性別 成獣 ・仔 体 重(kg) 体 長(cm)

-
⊥

9
自

00

4

だ0

2.5

2.13

2.13

2.19

2.28

ス

ス

ス

ス

ス

メ

メ

ォ

メ

メ

仔
囎
仔
麟

50(推 定)

72

42

64.5

80+(推 定)

-
↓

ρn
V

9
臼

Q
り

7
ー

Ω
り

7
醒

Ω
り

また、斜里町が養成を進めているボランティア

レンジャーの中で希望者は調査に参加 して頂いた。

活動内容は踏査および箱ワナの設置・シカの捕獲～

放逐作業 ・ラジオ トラッキングなどの補助で、参

加者は12月11日 から3月23日 までの間に延べ10人 ・

日となった。

3)越 冬地における発信器装着個体の環境利用

放逐 したシカの位置は3月 下旬までの間に個体

により12～21地 点の記録がで きた(図 一5)。

データ数が少ないため詳細な分析は今後の調査を

待たねばならないが、越冬地利用の傾向は以下の

ようであった。

発信器装着個体の利用頻度が高かった地域は大

きく2っ に分けられ、一方は岩尾別川河口部の右

岸斜面 とそれに連なる台地辺縁部、他方は岩尾別

川の支流にはさまれた標高250m以 下の緩やかな

σ ● ● 響500面

●3月

図一6発 信器を装着した各個体の位置(そ の1)
瀞…

9



知床博物館研究報告 ・第11集 ・1990

罐ト蹴19㎞

.

L

I

翼o・1～51989●2.16～3,23

図一6発 信器を装着 した各個体の位置(そ の2)

尾根と小沢沿いの谷で構成される山間部であった。

5頭 の発信器装着個体の移動範囲は重なり合っ

ていて、全個体の行動圏の面積はおよそ1.58k㎡に

限 られていた。また、直接観察の結果、それぞれ

の個体は群 と行動を共にしてお り、これ ら5頭 の

動きは所属する群れの動きをある程度反映 してい

ると考えられた。

利用された植生タイプはすべて天然更新で成立

した森林であ り、草原や植林地(主 にカラマツ

林)で シカの位置が記録されることはなかった。

台地上を踏査した限 りで も林縁部から大きく外に

出た足跡はなかった。森林群落の内訳は針広混交

林 ・エゾイタヤ ーシナノキ群落(い わゆる広葉樹

林)・伐採跡の二次林で、二次林が高い比率で利

用される傾向にあった(表 一7)。

河口部 と山間部の間の移動は河川の斜面に沿っ

て行われ、定まったシカ道がみられた。主要なシ

カ道の分布を図 一6に 示す。河口部と山間部の間

をっなぐコース上の道路を横切 るシカ道は、1月

上旬から踏み跡が明瞭になりはじめた。 これは河

口部付近に設置 した箱ワナにシカが近づいた時期

とも一致 してお り、この頃から河口部の利用頻度

が高くなりはじめたと考えられた。

1個 体の位置推定は1日1回 であったため、発

信器装着個体の日周行動の詳細は不明である。 し

かし、山間部と河口部ではそれぞれに数日ずつ滞

在していることが多 く、また、両地域とも寝跡や

食痕が分布 していた。このことは両地域の間を移

動することはあっても、越冬域全域を日周的に利

用することはないことを示唆する。

発信器装着個体Nα2～Nα4は 何度か山間部と河

口部を往復 していたが、3月 中旬からは河口部周

辺に滞在することが多 くなった。Nα1の 位置が確

認できたのは3月4日 以後であったが、河口部周

辺のみを利用 していた。河口部右岸の斜面では居

表一7越 冬地における発信器装着個体の植生タイプ別利用頻度

利用頻度

個体Nα 期 間(1988年) 地点数 二次林 針 広 混 交 林 エゾイタヤーシナノキ群落

-
↓

9
倉

Q
U

4

『
0

3.4～3.23

2.16～3.23

2.16～3.23

2.22～3.23

3.1～3.23

9
臼

-
↓

A
U

(U

Q
り

ー
⊥

り
白

り
白

り
白

-
↓

0.83

0.57

0.35

0.35

0.69

0.17

0.38

0.40

0.35

0.31

0

0.50

0.25

0.31

0
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着いているシカが何

度か観察されたが、

2月 か ら3月 にかけ

てその頭数が増える

傾向にあ った(表 一

8)。3月7日 には

発信器装着個体Nα1,

2,3,5の4頭 を含む3

0頭 が この斜面を利

用 しており、同時に

左岸斜面でも7頭 を

発見 した。 この日発

信器装着個体Nα4の

位置は山間部で確認

した。斜面では移動

・休息のほか、広葉

樹の樹皮の採食や、

雪を掘ってササや枯

れ草を採食 している

と思われる姿が観察

された(図 一7)。
調 査 日1989.1.9,2.26,3.6

500m一

図一7越 冬地周辺における主要なシカ道の分布

表一8岩 尾別川河口部斜面で観察されたエゾシカの頭数

日 付(1988年) 成獣オス 成獣メズ 仔 不明 合計

2.15

2.18

2.25

3.3

3.7

3.7****

3.22

3

民
り

り
白

-
⊥

「0

ρ0

7
-

Q
U

Q
り

0
◎

1

4⊥

り0

バ
τ

AU

-
↓

4

1

3率*

0
乙

1
⊥

5

8

9

11

30宰**

7

12

*

**

***

****

1歳 メスを含む.

成獣メスまたは仔.

発信器装着個体4頭 を含む.

河口部左岸斜面.他 は右岸.
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幌別川

N

/
岩尾別川

知床五湖

1km
一 一

匡≡≡ヨ 主として欄 皿 主として春期 :::::: 越冬地

図一8エ ゾシカの観察頻度が高かった地域

4:死 亡個体の分析結果

1)標 本収集個体の死因について

1988年度中に採取 した標本は57頭で、うち35頭

がオス、22頭 がメスであった。全 リス トは、表 一

9お よび表一10にあげる(1987年 度中の予備調査

分 も含む)。 オスでは、5頭 が狩猟、22頭 が有害

鳥獣駆除、7頭 が事故(自 動車4頭 、列車1頭 、

その他2頭)、1頭 が密猟によるものであった。

メスでは、有害鳥獣駆除16頭、事故4頭(自 動車

3頭 、列車1頭)、 密猟1頭 、病死1頭 であった。

2)年 齢について

1歳 の割合について言えば、オスでは35頭中20

頭、57.1%と 非常に高率を占めていた。メスでは

36.4%を 占めていた。

3)栄 養状態 と体格について

腎周囲脂肪 と大腿骨髄脂肪との結果は出ていな

いが、夏期から秋期にかけて皮下や腹腔内の脂肪

の蓄積は多かった。体重ほ、オス成獣で130kg、

メス成獣で90k9程 度に達 していた。角は、1歳 で

は1尖 か2尖 、2歳 ですでに4尖 に達する個体 も

見られた。

4)繁 殖状態について

オスの精巣重量の年変動を1歳 と2歳 以上に分

けて示 したのが図一8で ある。精巣重量は季節的
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表一9斜 里町およびその周辺地域で

標本を採集 したオスジカの リス ト

表 一10 斜里町およびその周辺地域で

標本を採集 したメスジカの リス ト

標本番号 年齢 死亡年月日 死亡場所 死 因 標本番号 年齢 死亡年月日 死亡場所 死 因

87S-3

87S-4

87S-5

87S-6

?87/11/23

387/12/06

187/11/09

187/12/11

斜里町富士 狩猟

小清水町 狩猟

斜里町 狩猟

斜里町宇登呂 有害駆除

88/01/09清 里 町

88/04/12斜 里 町真 鯉

88/05/20斜 里町日ノ出

88/06/14斜 里 町 富士

88/06/17斜 里 町越 川

88/06/19斜 里 町越 川

88/06/20斜 里 町 富士

88/06/22斜 里 町 越川

88/06/29斜 里 町 富士

88/07/06斜 里町宇登呂

88/07/!4斜 里 町 美 咲

88/07/24斜 里 町 峰 浜

88/07/24斜 里 町 峰 浜

88/07/31斜 里 町 越 川

88/08/07斜 里 町 越 川

88/08/11斜 里 町 越 川

88/08/11斜 里 町 越 川

88/08/18斜 里 町越 川

88/08/28斜 里 町富 士

88/08/30斜 里 町越 川

88/10/19斜 里 町 峰浜

88/10/23羅Eヨ 田丁

88/10/27斜 里 町越 川

88/11/09斜 里町日ノ出

88/11/11斜 里 町 越川

88/11/12斜 里 町 越 川

88/11/14斜 里 町 越 川

88/11/15斜 里 町 越 川

88/11/19斜 里 町 越 川

88/11/21斜 里 町 越 川

88/11/20標 津 町

88/11/23標 津 田丁

88/11/27斜 里 町 越 川

88/12/11標 津 町

88/12/19標 津 町

故

除

除

除

除

除

故

除

故

除

除

除

除

除

除

除

除

除

故

故

除

除

除

除

除

除

除駆

死

事

事

駆

駆

駆

駆

駆

駆

事

駆

駆

駆

駆

駆

事

駆

死

事

駆

駆

駆

駆

駆

駆

駆

駆

駆

猟

通

害

害

害

害

害

通

害

故

車

害

害

害

害

害

害

害

害

害

猟

故

通

通

害

害

害

害

害

害

猟

猟

害

猟

猟

狩

交

有

有

有

有

有

交

有

事

列

有

有

有

有

有

有

有

有

有

密

事

交

交

有

有

有

有

有

有

狩

狩

有

狩

狩

87S-1

87S-2

0

1

2

8

9

4

7

9

0

1

5

6

1

2

3

4

6

7

8

9

0

1

2

3

4

6

7

1

3

4

5

6

7

8

9

1

1

1

1

1

2

2

2

3

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

5

5

5

5

5

5

5

一

一

一

一

一

一

一

}

一

一

一

一

一

一

一

一

}

一

一

一

一

一

一

「

}

一

「

一

㎜

}

一

一

一

一

鰯
鵬

鵬
鰯

鰯

鵬
鰯

鰯
鵬

鵬

鵬

鰯

鵬
鵬

鵬

鵬

鰯

鵬
鵬

鰯

鵬
鵬

鰯

鵬

鵬

鵬
鵬

鰯
鵬

鰯

鵬
鵬

鵬
鰯

鰯

9

2

2

1

1

1

4

1

4

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

3

4

5

1

1

1

1

1

2

1

4

3

2

1

4

987/09/14斜 里町日ノ出 有害 駆 除

087/11/16斜 里 町 真鯉 密 猟

88S-2

88S-13

88S-14

88S-15

88S-16

88S-17

88S-20

88S-21

88S-22

88S-23

88S-25

88S-26

88S-28

88S-32

88S-33

88S-34

88S-37

88S-38

88S-39

88S-40

88S-45

88S-55

488/04/02羅 臼 町

1088/07/20斜 里 町 峰 浜

588/07/21斜 里 町 峰 浜

188/07/21斜 里 町 越 川

288/07/22斜 里 町 峰 浜

188/07/22斜 里 町 越 川

288/07/24斜 里 町 峰 浜

288/07/24斜 里 町 越 川

488/07/27斜 里町日ノ出

288/07/28斜 里 町 峰 浜

288/08/07斜 里町日ノ出

188/08/07斜 里町日ノ出

288/08/10斜 里 町 越 川

088/08/19斜 里町岩尾別

188/08/25斜 里町日ノ出

188/08/26斜 里 町美 咲

288/08/30斜 里 町越 川

188/09/09斜 里 町越 川

188/09/30斜 里 町 峰 浜

488/10/05斜 里 町 真鯉

588/11/10斜 里 町 真 鯉

488/12/04斜 里 町 真 鯉

病死

有害駆除

有害駆除

有害駆除

有害駆除

有害駆除

有害駆除

有害駆除

有害駆除

有害駆除

有害駆除

有害駆除

有害駆除

交通事故

有害駆除

列車事故

有害駆除

有害駆除

有害駆除

密猟

交通事故

交通事故

に大きく変化 し、10月 下旬から11月上旬の繁殖期

にピークを迎えた。精巣内では、8月 から12月に

かけて精子形成が進行中であることを示す所見が

得 られた。1月 以降の精巣にも精子が認められた

が、これは精細管腔内に不規則な配列で脱落 して

いることから、12月 中に形成された精子の残りで

あると考えられた。また、1歳 の個体の精巣にお

いて も交尾期に精子の形成がみ られた。春期の1

歳の個体の精巣内には、精子の残 りが観察されな

かったので、0歳 の時点の交尾期には精子形成が

行われたとは考え難い。したが って、オスの初回

精子形成は、1歳 の交尾期に行われると考え られ

る。
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図一9精 巣重量の年間変動(●:1歳,■:2歳 以上)

メスでは、卵巣の肉眼的観察により、1歳 では、

前年の排卵の根拠 となる黄体が認あ られず、2歳

以上ではすべての個体に黄体が認め られた。すな

わち、初めての排卵は満1歳 の交尾期に起こると

考えられた。

5:シ カ笛の使用結果およびエゾシカの観察場所

と時期について

1)シ カ笛に対するシカの反応

10月17日 に林縁に出ていた親仔に約30mの 距離

からシカ笛を試 した。出会 った時点でこちらの姿

が完全に見える状態だったがシカはあまり警戒 し

ていなかった。 ショー トレンジ用のシカ笛には親

仔 とも明らかな反応は示さなかった。ロングレン

ジ用を吹くと母親は動きを止めて じっとこちらを

見たが逃走はしなかった。

同じ日に見通 しのきかない森林の中で比較的近

い所からオスの鳴き声が聞こえたため、ロングレ

ンジ用を吹いた。す ぐに1頭 の4尖 角のオスが藪

の中から現れ、30mほ ど手前まで近づいてこちら

に気付き、立ち止まって樹木に体をこすりつける

などしていた。それか らは警戒 した様子でこちら

を見て ショー トレンジ用の音でも行動に変化はな

く、やがて立ち去った。

また、11月 上旬にカラマツ林の陰にか くれてロ

ングレンジ用のシカ笛を吹いたところ、5分 ほど

で3尖 のオス1頭 が現れた。この個体は10mほ ど

まで接近 してきたが、筆者らに気が付 くと逃走 し

た。

夜間のスポットライ トセンサス時に発見 したい

くっかの シカの群れ(距 離約50～200m)に ロン

グレンジ用のシカ笛を聞かせたところ、採食中や

逃走中で も一時立ち止 まって一斉にこちらを見る

ことが多かった。 しかし何度も吹くと警戒 して逃

走するか、遠距離にいる個体はあまり反応 しな く

なった。

2)観 察場所と時期について

幌別 ・岩尾別地区でエゾシカを直接観察する機

会は秋の発情期とシカが越冬地に集結する冬から

早春にかけてが多 く、夏期は偶発的に出会う程度

であった。発情期には夕方から夜間にかけて、台

地上の草原や林縁部でオスの単独個体やそれにメ

ス ・仔が数頭加わった混群などが見られた。晩秋

や早春には、日当りがよく雪が少ない斜面などで

メスや仔を主体 とした群が出現 し、草本類を採食

するのが頻繁に観察された。調査対象とした岩尾

別河口右岸斜面の越冬地では、冬期から早春にか
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けて日中に対岸の道路からシカの行動を遠望でき

ることが多かった。道路沿いなどからエゾシカの

観察頻度が高かった区域を図一7に 示 した。

5.考 察

1:生 息密度指標および生産力指標、活動性の変

化

スポットライ トセンサスで得られた生息密度指

標は春と秋でば らっきが出たが平均は411.2頭/

100kmで 、前年 までの値が300頭/100km前 後で

あったことか ら引き続いて増加傾向を示 している

と思われた。

生産力指標の100メ ス当りの仔の数 は、スポッ

トライ トセンサスで得 られたものも、幌別 ・岩尾

別地区での直接観察によるも、近年の知床半島に

おける平均の50頭(梶 、1988)に 前後 しており、増

加期にみられ る高い生産力を示 しているといえる。

群構成におけるオスとメスの比率は双方の相対

的な活動性の変化を表 していると考え られる。ス

ポッ トライ トセンサスを行 った地域全体および幌

別 ・岩尾別地区で得 られた100メ ス当 りのオスの

数は秋に増加したが、これは発情期にオスの活動

性が高まったことを反映していると考え られる。

また幌別 ・岩尾別地区で観察例の多い秋 ・冬にっ

いて群タイプの内容をみると、秋では単独オスの

割合が多 く、発情期のオスの排他的で互いに空間

をとり合っていることを示唆している。冬になる

とオス ・メスとも単独でいるものは減 り、群でい

る割合が増えたがこれは越冬群の形成によるもの

といえる。

2:食 性

幌別 ・岩尾別地区では、無雪期の春から秋にか

けての食物は草本の葉 ・茎、木本の枝 ・葉が主体

で、低標高地から山岳地帯までの森林 ・草原を広

く利用していた。牧草地跡に生育 している牧草類

や植樹された広葉樹の苗など、分布が集合的な人

為的起源の採食種の利用頻度は比較的高いと考え

られる。積雪期の冬から早春にかけては主にササ

の葉や広葉樹の樹皮 ・小枝が採食され、越冬地域

は低標高地の河川沿いを中心とする天然性林に限

定された。したがってササのように豊富に生えて

いるものでも積雪後は草原では利用されず、越冬

地内で集中的に利用 された。

夏期を中心に牧草などが多 く利用されているこ

とは、20～30年 前までの草地造成が夏の餌量の増

大をもたらした結果であるといえる。本地域では、
一度牧草地 として造成されると、その後放置され

ても低木林から高木林への回復は著 しく遅いと考

え られ(市 川他、1987)、 今後 もシカが人為起源

の草本に依存する傾向は続 くであろう。また冬期

の広葉樹樹皮などの採食は越冬地近辺の二次林中

では多 くみられる場所があり、過去の人為的な環

境改変が、越冬地 となる森林の減少と共に餌量の

増大という形で現在の個体群に影響を及ぼしてい

ると考えることができる。

3:越 冬地の構造および環境利用

越冬地として選択された場所は河川沿いの南向

き斜面および低標高地の緩やかな尾根 ・斜面や沢

沿いの谷であった。低標高地や南向き斜面は積雪

が比較的少な く、沢沿いの谷地形は風などの気象

条件を緩和すると思われた。針広混交林などの森

林 も気象条件を緩和するカバーとしての役割を果

たしている。また二次林は若齢の広葉樹や林床の

ササが多いことから餌の供給機能が高いと考えら

れ、 これ らがセ ットになっていることが越冬可能

な条件をもたらしていると考えられた。

越冬時の痕跡は河川の流域沿いにさらに奥の谷

部まで連続 していたため、別の個体の越冬域が隣

接しているかまたは一部重なって分布 していると

考えられる。また発信器装着個体の行動圏内で観

察された群れの構成はメス ・仔が多くオスは少な

かったこと(表 一8)か ら、オス ・メスの越冬域

は分離する傾向があることが示唆される。岩尾別

川河口部で発信器装着個体の4頭 と共に観察され

た26頭がほぼ同じ行動圏をもっていたと仮定する

と、見落 し個体および山間部にいた発信器装着個

体Nα4の 所属群を除いて、およそ1.58k㎡と推定さ

れる越冬域における最低確認利用個体数は31頭 と

なる。またその密度は最低19.6頭/k㎡ と計算する

ことができる。

越冬地周辺のオヒョウニレなどの樹皮剥ぎが、

中～大径木に及びはじめていることから小径木を

中心に樹皮の現存量が減少 している可能性がある。

個体群の増加傾向がこのまま続いた場合、将来局

地的に林分構成が変ってゆくことが予想される。

また越冬時の餌の減少により個体群にも変化が起

こると思われるがその予測は現段階では難 しい。
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4:死 亡個体の分析からのまとめ

一年間という短い期間であり
、分析 もすべて終

わったわけではないが、いくっかの興味深い事実

が明らかになった。 とくに保護管理と関わりの深

い ものが、有害獣駆除 される個体の年齢構成で

あった。

オスでは1歳 の割合が57.1%と 、高い比率を示

していた。可猟区では大型のオスが狙われるため、

1歳 の個体の比率が増加するという研究結果が北

海道でも出されている。斜里町では昨年度まで狩

猟が行われていたため、この影響が出た可能性が

ある。1歳 という若齢の個体の警戒心の薄さから

くる、「捕 られ易さ」 も関係 していると思われ る。

この点については生命表などを作成 して分析を行

う際に、充分考慮する必要がある。

また、 もし昨年度まで も同様な比率で1歳 が有

害獣駆除にあっていたのならば、猟期には大型の

個体が狙われたことにより、すべての年齢層に高

い狩猟圧がかかっていたと考えられる。したが っ

て、個体群の構成に何らかの影響が与えられたも

のと考え られる。この影響を具体的に明らかにし、

今後の動向を追っていくことは、被害防除や狩猟

獣資源としてのエゾシカの維持のために重要なこ

とであろう。

2歳 以上の個体のすべての卵巣に黄体が認あら

れたことから、知床地区のエゾシカは満2歳 より

出産が可能であると考えられた。ただしこれはあ

くまで排卵率からの推定であって、実際の出産率

との間には差があるものと思われ、 これを明 らか

にするのが今後の課題である。

分析が終了していないために定量的な解析はで

きないが、解剖時の腎周囲脂肪や皮下脂肪の肉眼

的観察によれば、栄養状態は良好であると考え ら

れた。今後の個体数の変動に したがって、栄養状態

やそれと関係が深い出産率などがどう変化するか

のモニターも、保護管理のためには重要であろう。

交通事故による死体は7頭 あ り、これは全標本

数の12.3%を 占めていた。エゾシカは、最初の一

頭が道路を横断すると、後ろにいる個体はっられ

て車の有無にかかわ らずに飛び出す傾向がある。

北米では、オグロシカの飛び出 しに起因する人身

事故の発生が問題化 している。近年知床ではオー

トバイに乗 った観光客が増加 しているが、この場

合 シカとの交通事故は人命に関わって くる。事故

が多発していた越川か ら真鯉にかけての国道など

では、標識などで注意をよびかけるべきであろう。

また、密猟による死体が2頭 もあったのは、憂

慮すべきことである。監視体制の強化が必要であ

ろう。

5:エ ゾシカの観察法および観察場所 ・時期につ

いて

試行回数は少なかったが、シカ笛は発情期のオ

スジカを近づけることおよび群れの動きを一時止

めることに効果があった。オスジカを近づけるた

めには観察者が機会を求めて歩 くことと、姿をか

くしたりある程度吹き方に習熟することが条件と

なり、このような使い方は少人数での観察に限ら

れるであろう。ある程度多くの人数で観察する場

合には比較的近距離で出会 った個体の逃走を一時

的に止めるためなどに利用できると思われる。 し

かし、むやみにシカ笛を使 うことは逆効果で、シ

カを揮乱することにもなって しまう。 これはス

ポットライ トの使用についてもいえることである。

越冬地における採食群や発情期に形成される群れ

など、比較的限定 された場所に多数のシカが集ま

るような場合は、観察 しやすい代わりに与える影

響も大きくなると考えてお くべきであろう。

自動車から簡単に観察でき、シカの出現が多い

場所や時期は秋の草原や林縁、初冬や早春の道路

法面などで、時間帯 は夕方か ら早朝にかけてで

あった。自動車の通行が日常的なためか歩いて近

づ くよりはむしろ道路上を車でゆっくり近づ く方

がシカを警戒させることが少なかった。警戒の程

度は個体によって差があり、近 くに寄っても逃げ

ないものもいた。 しか し、最終的には撹乱 して し

まうことが多 く、観察による圧力がシカの日常的

行動に変化を与えない限度について何 らかの方法

で評価することが、今後当地区を自然観察の場と

して利用 して行 く際に必要である。

シカの越冬地となっている岩尾川河口右岸斜面

では、対岸か ら望遠鏡で見ることによってシカを

撹乱することな く観察できる。斜面への直接の立

ち入 りや、シカの移動ルー トが道路を横切る場所

での撹乱を避ければ、多人数で長時間の観察が可

能である。観察場所 となる左岸斜面の道路には、

スキーなどを使えば積雪時で も比較的容易に行く

ことができ、撹乱することなく定期的な利用も可

能である。
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6.結 論および提言

1:エ ゾシカ個体群の動向および国立公園内外に

おける保護管理

調査か らは幌別 ・岩尾別地区および国立公園周

辺地域でのエゾシカ個体群の増加傾向が引続き示

唆された。 しか し今回は統計的な検討には至 って

いない。現在のところ経年的 ・統計的に比較でき

るデータの収集は始まったばかりといえ、個体群

動態にっいて確度の高い分析および予測をおこな

うためには今後 も一定の方法による資料収集 ・分

析の継続が必要である。また、それらの成果を用

いて国立公園の内外における地域の実状にあった

新たな保護管理の施策を検討する必要がある。

知床国立公園内については、土地の所有区分ほ

とんどが公有地であり、農地は存在 しない上に森

林にっいて も経済林としては機能 していない。ま

た、知床国立公園の最大の特徴は原生的自然の存

在にあり、国立公園の存在意義を考慮 しても自然

生態系の保全を中心とした管理 ・利用を理念 とす

べきである。エゾシカの個体群の増減も長期的な

生態系遷移の一要素としてとらえ、人為を加えな

いことを原則 とすべきである。 しか し、人為的に

破壊された森林を復元 しっっあるしれとこ100㎡

運動地の植樹木へのエゾシカの影響は無視できな

いものになりっっあり、後述のように森林復元事

業との一定の調整が必要となろう。

国立公園外の一般地域では、農地開発と森林伐

採による餌供給量の増大が要因 と思われるエゾシ

カの増加傾向が続いており、農業被害が大きな問

題となっている。 しかし、対策としては有害鳥獣

駆除による対応のみであり、現行の駆除体制では

問題の解決は望めない。一方、知床半島のエゾシ

カの越冬地は低標高地の狭い範囲内に集中してい

ることか ら、仮に越冬地のエゾシカに対 して駆除

あるいは狩猟によって過大な狩猟圧が加えられた

場合、個体群の崩壊が容易に生 じる恐れがある。

特に、現行の狩猟体制は、オスについて捕獲期間

の制限の以外にまったく無制限に捕獲できる実質

的な 「Openbull」 制となっており(小泉、1988)、

当地域の狩猟解禁にっいては慎重に対応すべきで

ある。

エゾシカ問題については、これまで場当り的な

対応 しかなされていなかった。エゾシカは農業被

害をもたらす害獣 としての側面の他に、代表的な

大型狩猟獣 として資源的価値や知床を象徴する大

型動物のひとっとしての情緒的 ・観光資源的価値

なども持つ。これらを総合的に考慮 して、地域社

会の中でのエゾシカ個体群の存在の位置づけを地

域住民の合意のもとに明確化すべきであろう。そ

の結果として、被害予防技術の開発なども含めた

総合的対策による問題の合理的解決が可能 となる。

その際にも個体群の動向を評価 ・予測する調査研

究が不可欠である。

2:死 亡個体からの資料収集と保護管理

前述 したように、死体を調査研究すれば明らか

になることが多くある。アメリカ合衆国やカナダ

など、野生動物保護管理の先進国では、狩猟など

により捕獲 した個体の下顎は年齢を調べるために

提出が義務づけられている。必要とあらば、他の

部分 も同様の扱いとなる。ハ ンターには負担とな

るか も知れないが、狩猟獣資源を良好に維持する

ためには必要なことであろう。有害獣駆除につい

て も、単なる 「駆除」からもう一歩進め、被害問

題の総合的対策を検討するためには下顎などの提

出は当然といえるであろう。

今の日本では、捕獲 された動物が専門的に分析

されることは少ない。たとえそれが行われたとし

ても、「学者の研究」の段階にとどまってお り、

保護管理のための 「行政」に反映されることは少

ない。自治体の手によって動物死体の調査研究が

なされ、その結果を現場に生かすことができなけ

れば、環境保護後進国と批判の多い、国の行政に

対 しても一つの模範を示すことになるであろう。

知床半島におけるエゾシカの保護管理の施策を

考えるとき、個体群の状態の継続的なモニタリン

グは必要不可欠である。その基礎資料となる捕獲

個体や事故死個体の調査および死体からの必要な

資料の収集を行う体制を整備することが、今後 と

も重要である。

3:森 林復元との関わり

幌別 ・岩尾別地区の しれとこ100㎡ 運動による

植林地の中には、シカの食害をかなり受けている

部分がみ られる。現在の植栽木のように、耕作地

跡の草原に列状 ・単木的に植樹されたものは広葉

樹を中心として食害を受けやす く、植栽方法の検

討が必要である。仮に当地区で シカの間引きを行

い、ある程度生息密度を減少させることになった

として も集合的に採食種の稚幼樹が植栽されてい
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る場所が シカによって利用されることに変わりは

ないと予想される。また、前述のとおり、国立公

園内である当地域では、間引きは不適当である。

掻き起 こし法や人工播種により初期の稚樹本数

を大 きく保 ったり、樹種や植栽法を多様化 したり、

稚幼樹が食圧に耐えられる群落になるまで防鹿棚

で囲うなどの手段が必要になると思われる。その
一一方、自然植生に含まれる採食種を集合的に生育

させ シカの採食にまかせる区画を造成することも

有効であろう。多様な手段を組み合わせて、区画

ごとに1頂次森林造成を し、成林後はシカの採食 も

含めて自然の遷移にまかせることを原則とすべき

である。

4:越 冬地域の保全

調査地域の越冬地の特徴は次のようなもので

あった。地形は河口から中流域にかけての斜面や

谷沿いおよび海岸台地の辺縁部で、標高が低 く積

雪や風の影響を免れる場所であった。利用された

植生タイプは天然生の森林で、カバーおよび餌の

供給機能が高い林分の組合せとなっていた。また

調査 した群が依存 していた地域は1.58k㎡と狭いも

のであった。

これ らのことか ら、越冬適地の条件を備えた場

所はそれほど多 くない。また、小泉(1988)も 指摘

しているとお り越冬域における森林伐採や撹乱は

悪影響が大きい。 したがって当地域のエゾシカ個

体群の維持と観察等の利用 も考慮にいれた環境デ

ザインを考えるとき、エゾシカの越冬域周辺につ

いては特に保全的な取扱いに留意するべきである。

5:エ ゾシカの自然教育への活用について

調査で把握された一般向けの観察適地の候補 と

しては幌別川および岩尾別川沿いの道路法面、海

岸台地上の草原、および対岸の道路から遠望する

岩尾別河口斜面の越冬地であった。国立公園内の

シカは人間による撹乱を受けることが少ないため

か、比較的近距離で もあまり警戒 しないことが多

く、影響を与えることが少ない方法を用いれば観

察等の自然教育への活用は容易である。それぞれ

の観察地で シカが観察できる時期には情報の提供

と観察場所の整備や観察の指導などが必要になる

だろう。

一案として、エゾシカの出現頻度が高い場所に、

シカを驚かさずに観察するブラインドの役目をす

る観察舎の設置が考え られる。ここでは一定の距

離を保った観察を通して 「自然の シカの姿」を理

解 して もらうことを原則とすべきであり、シカを

常時誘引したり馴らしたりするための餌付けや、

追い散 らすほどの近距離への接近はしてはならな

い。観察用具の貸出しや解説等により利用者の便

宜を図り、またシカに対する無用の接近や生息地

への入 り込みを規制 し、人の流れを管理すること

もできるだろう。シカと人とのより良い関係作り

のための啓蒙活動 も必要となろう。

幌別 ・岩尾別地区ではこれまで知床博物館や知

床動物研究グループによりスポットライ トを使用

した夜間のセンサスや観察会が行われてきた。現

在のように年に数回の頻度では特にシカの行動や

出現に変化はみられないが、今後 このような方法

で新たな観察活動を企画する場合、観察頻度が大

幅に増すようであれば、与える影響の評価に基づ

いて、オーバーユースとならぬような限度の設定

やコース選択をする必要があるだろう。

今回は調査活動にボランティア レンジャーの参

加があったが、対象とする自然へのより深い理解

のために有効であると思われ、これからの自然教

育の指導者養成の一助として、可能な限り調査へ

の参加など学習の機会をっ くることが望ましいだ

ろう。
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Abstract

ThefollowingitemsofsikadeeronShiretokopeninsulawereinvestigatedfromApril1988to

March1989.

1.Presentphysicalandreproductivestate.

2.Seasonalchangeoffoodhabits.

3.Deermovementandforageconditioninthewinteringareaandtheneighboringarea.

4.Observationmethodandareafornatureeducation .

Weexplainedsomesuggestionsaboutmanagementofthesikadeerinthestudyareafromtheresultsof

theinvestigation.
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Frequenciesoffeedingsignsbysika

deersinHorobetsu-Iwaobetsuarea.
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Table6.Radio-collaredindividuals.

Table7.Frequencyofradio-fixesfromsika
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Table8.Numberofsikadeersobservedonthe
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写 真 一1 箱ワナで生捕りした個体の体重計測

写 真 一2 発信器付首輪の装着状態

(オス0才,Nα3)

写 真 一3 第1切 歯セメント質の
年輪(4才)の 顕微鏡写真
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